
　
折
尾
地
区
自
治
区
会
連
合

会
（
桑
原
一
夫
会
長
・
安
部

俊
一
事
務
局
長
）
定
例
会
が
、

７
月
22
日
と
８
月
19
日
、
折

尾
東
市
民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
、
八
幡
西
区
自
治
総
連
理

事
会
報
告
等
が
行
わ
れ
た
。

●
区
政
懇
談
会
議
題
提
出

　
11
月
18
日
に
開
催
さ
れ
る

区
政
懇
談
会
の
議
題
が
取
り

ま
と
め
ら
れ
、
市
へ
提
出
さ

れ
た
。

議
題
（
カ
ッ
コ
内
は
提
出
自

治
区
会
）
は
、
①
防
犯
灯
管

理
業
務
の
市
へ
の
移
管
（
一

　„
ど
根
性
ひ
ま
わ

り
“
は
、
東
日
本
大

震
災
の
際
に
流
れ
着

い
た
ひ
ま
わ
り
の
種

が
「
が
ん
ば
ろ
う
！ 

元
管
理
）
に
つ
い
て
〔
浅
川

台
小
松
〕、
②
あ
ん
ぜ
ん
・

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
〜
地
域

内
公
園
の
防
犯
強
化
に
向
け

て
〜
〔
本
城
東
・
本
城
連

名
〕、
③
御
開
自
治
区
内
の

生
活
道
路（
通
学
路
を
含
む
）

の
交
通
安
全
啓
発
に
つ
い
て

〔
御
開
〕
の
３
件
。

●
折
尾
駅
南
側
の
駅
前
広
場

一
部
乗
り
入
れ
開
始

　
折
尾
駅
南
側
の
駅
前
広
場

に
通
じ
る
新
し
い
交
差
点
が

整
備
さ
れ
、
７
月
28
日
か
ら

南
側
駅
前
広
場
に
一
般
車
と

石
巻
」
の
看
板
の
そ
ば
で
発

芽
し
、
塩
害
に
も
負
け
ず
に

大
き
な
花
を
咲
か
せ
た
こ
と

か
ら
名
づ
け
ら
れ
た
特
別
な

ひ
ま
わ
り
。 

そ
の
生
命
力

は
希
望
の
象
徴
と
し
て
語
り

継
が
れ
、
現
在
で
は
全
国
の

学
校
や
地
域
、
さ
ら
に
は
海

外
で
も
防
災
教
育
の
一
環
と

し
て
育
て
ら
れ
て
い
る
。

　
今
年
７
月
28
日
に
発
生
し

タ
ク
シ
ー
が
乗
り
入
れ
可
能

と
な
っ
た
。

　
こ
の
交
差
点
は
ラ
ウ
ン
ド

ア
バ
ウ
ト
と
呼
ば
れ
る
環
状

（
ド
ー
ナ
ツ
型
）
の
交
差
点

で
、
信
号
は
な
い
。
北
九
州

市
で
は
八
幡
東
区
の
尾
倉

ロ
ー
タ
リ
ー
に
次
い
で
２
例

目
に
な
る
。

　
広
場
内
は
駐
車
禁
止
で
、

大
型
バ
ス
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

の
乗
り
入
れ
は
で
き
な
い
。

路
線
バ
ス
の
乗
り
入
れ
は
、

11
月
末
頃
を
予
定
し
て
い
る
。

　
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
（
環

た
熊
本
地
震
で
多
く
の
人
々

が
被
災
。
今
な
お
生
活
再
建

の
見
通
し
が
立
た
な
い
ま
ま

過
酷
な
避
難
生
活
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
る
。
被
災
者
の

希
望
や
被
災
地
の
復
旧
・
復

興
に
は
、
皆
様
一
人
ひ
と
り

の
温
か
い
支
援
が
必
要
と
さ

れ
て
い
る
。
義
援
金
、
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
特
産

品
の
購
入
な
ど
支
援
の
方
法

は
多
数
。

　
被
災
地
の
早
い
復
興

を
願
い
、
こ
の
「
ど
根

性
ひ
ま
わ
り
」
を
復

旧
・
復
興
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
皆
さ
ま
の
ご
支

援
・
ご
協
力
を
心
よ
り

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

状
交
差
点
）
の
主
な
交
通

ル
ー
ル
と
し
て
は
、
環
状
内

は
右
回
り
通
行
で
、
環
状
内

の
通
行
車
両
が
優
先
。
環
状

内
に
入
る
と
き
の
方
向
指
示

は
不
要
で
、
出
る
と
き
は
方

向
指
示
が
必
要
。
環
状
内
を

通
行
す
る
と
き
は
徐
行
な
ど
。

　
詳
細
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
現
地
の
案
内
看
板

等
で
確
認
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
折
尾
総
合
整
備
事
務
所

☎
６
９
１
・
２
５
２
２

　
政
府
が
発
表
し
た
「
将
来

発
生
す
る
地
震
の
長
期
的
な

予
測
」
の
中
で
、
地
震
発
生

確
率
が
最
も
高
い
「
Ｓ
ラ
ン

ク
」（
30
年
以
内
の
地
震
発

生
確
率
３
％
以
上
）
の
活
断

層
が
、
全
国
で
37
カ
所
特
定

さ
れ
て
い
る
。
九
州
で
は
、

今
年
７
月
28
日
の
令
和
8
年

熊
本
地
震
を
引
き
起
こ
し
た

　
夏
休
み
終
盤
の
８
月
21
日
、

各
地
域
で
全
市
一
斉
夜
間
非

行
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル
が
行
わ

れ
、
校
区
の
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
を
中
心
に
関
係
者
が
夜

間
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
た
。

　
光
貞
小
学
校
区
で
は
光
貞

市
民
セ
ン
タ
ー
（
冨
田
孝
浩

館
長
）
に
地
域
住
民
や
パ
ト

ロ
ー
ル
隊
員
な
ど
31
人
が
集

合
。
出
発
式
で
は
三
好
和
義

市
民
防
災
会
長
、
折
尾
警
察

署
生
活
安
全
課
長
の
挨
拶
の

後
、「
エ
イ
、
エ
イ
、
オ
ー
」

日
奈
久
断
層
帯
な
ど
５
カ
所
。

そ
の
う
ち
福
岡
県
で
は
、
福

岡
県
西
方
沖
地
震
（
平
成
17

年
）
の
震
源
の
警
固
断
層
帯

と
八
幡
西
区
な
ど
を
走
る
福

智
山
断
層
帯
が
あ
る
。

　
福
智
山
断
層
帯
は
、
若
松

区
脇
田
か
ら
八
幡
西
区
青
山

↓
引
野
↓
上
津
役
↓
小
嶺
↓

直
方
市
↓
田
川
市
夏
吉
に
至

る
全
長
約
28
㎞
の
活
断
層
。

折
尾
駅
か
ら
断
層
ま
で
最
も

近
い
所
で
約
４
㎞
し
か
離
れ

て
お
ら
ず
、
万
一
熊
本
地
震

と
同
程
度
の
地
震
が
起
こ
れ

ば
、
大
き
な
被
害
は
免
れ
な
い
。

「
備
え
あ
れ
ば
患
い
な
し
」

　
こ
の
防
災
月
間
を
契
機
に

防
災
意
識
を
高
め
、
有
事
に

備
え
ま
し
ょ
う
！

の
掛
け
声
を
合
図

に
自
治
会
ご
と
に

別
れ
て
出
発
。
浅

川
学
園
台
の
参
加

者
は
、
市
民
セ
ン

タ
ー
前
で
打
ち
合

わ
せ
の
後
、
パ
ト

ロ
ー
ル
を
開
始
。

校
区
内
の
他
の
自

治
区
会
は
出
発
式

の
後
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
に
戻
り
パ

ト
ロ
ー
ル
を
行
っ

た
。

折尾地区自治区会
連合会定例会

折
尾
駅
南
駅
前
広
場

　
一
部
乗
り
入
れ
開
始

熊
本
地
震
は
対
岸
の
火
事
で
は
な
い

　
〜
近
く
に
潜
む
危
険
な
活
断
層
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
福
知
山
断
層
帯
■

まちの
安心・安全を
目指して
各地域で

夜間パトロール

被災地を
応援しよう！

復興のシンボル
「ど根性ひまわり」

防災月間特集

地震発生確率が最も高いSランクに
特定された「福知山断層帯」。

（政府地震調査研究推進本部資料引用）
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こ
の
た
び
、
本
城
市
民
セ

ン
タ
ー
が
開
館
三
十
周
年
と

い
う
大
き
な
節
目
の
年
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
日
ま
で
市
民
セ
ン
タ
ー
の

運
営
と
発
展
に
ご
尽
力
く
だ

さ
い
ま
し
た
地
域
の
皆
様
の

　
７
月
25
日
、
折
尾
西
公
園

で
第
48
回
折
尾
神
楽
「
夏
越

祭
」（
折
尾
神
楽
保
存
会
・

折
尾
平
成
会
主
催
、
北
九
州

献
し
て
き
ま
し
た
。

　
近
年
は
、
少
子
高
齢
化
や

生
活
様
式
の
変
化
に
よ
り
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り

方
も
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、

市
民
セ
ン
タ
ー
の
存
在
は
ま

す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
お
り
、

世
代
を
超
え
て
人
々
が
支
え

合
い
、
安
心
し
て
交
流
で
き

る
場
所
と
し
て
大
き
な
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
わ
た
し
た
ち
本
城
校
区
ま

　
７
月
20
日
、
浅
川
日
の
峯

自
治
区
会
、
浅
川
日
の
峯
公

民
館
主
催
の
子
ど
も
神
輿
が

町
内
を
練
り
歩
い
た
。

　
平
成
８
年
４
月
26
日
、
地

域
福
祉
と
生
涯
学
習
の
拠
点

と
な
る
市
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

と
し
て
開
館
。
関
係
者
多
数

が
出
席
し
て
落
成
式
が
行
わ

れ
た
。
写
真
は
本
城
小
学
校

４
階
か
ら
撮
影
し
た
落
成
式

の
模
様（
同
年
５
月
号
掲
載
）。

　
日
本
の
夏
に
欠
か
せ
な
い

風
物
詩
「
盆
踊
り
」
は
、
ご

先
祖
様
の
霊
を
も
て
な
す
と

い
う
意
味
の
他
に
、
地
域
の

す
に
乗
っ
て
ボ
ッ
チ
ャ
や
た

こ
焼
き
ビ
ン
ゴ
を
体
験
す
る

参
加
者
に
「
頑
張
れ
ー
、
頑

張
れ
ー
」
と
周
囲
か
ら
歓
声

や
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
た
。

　
販
売
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
マ

グ
ネ
ッ
ト
や
巾
着
、デ
コ
レ
ー

シ
ョ
ン
ク
リ
ッ
プ
、
ヘ
ア
ピ
ン
、

ふ
く
ろ
う
な
ど
の
手
作
り

ご
支
援
、
ご
協
力
に
深
く
敬

意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
市
民
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域

住
民
が
集
い
、
学
び
、
交
流

を
深
め
る
場
と
し
て
、
長
年

に
わ
た
り
地
域
活
動
の
中
心

的
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま

し
た
。
文
化
活
動
や
各
種
講

座
、
地
域
行
事
、
防
災
活
動

な
ど
多
く
の
取
り
組
み
を
通

じ
て
、
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
を
育
み
、
明
る
く
住
み
よ

い
地
域
づ
く
り
に
大
き
く
貢

市
共
催
）
が
あ
り
、
神
楽
囃

子
が
響
く
会
場
に
は
、
日
暮

れ
前
か
ら
親
子
連
れ
や
浴
衣

姿
の
観
客
が
多
数
訪
れ
た
。

　
夏
の
厄
除
け
祈
願
の
神
事

「
茅
の
輪
く
ぐ
り
」
の
後
、

折
尾
神
楽
保
存
会
の
お
祓
い

神
楽
「
塩
祓
」、
神
楽
「
十

羅
」、
中
間
市
梅
安
天
満
宮

の
巫
女
神
楽
「
浦
安
の
舞
」、

神
楽
「
岩
戸
」
が

そ
れ
ぞ
れ
奉
納
さ

れ
、
神
楽
の
最
後

を
「
大お

ろ
ち蛇
」
で
締

め
く
く
っ
た
。

　
勇
壮
、
華
麗
な

舞
い
に
会
場
か
ら

大
き
な
拍
手
が
湧

き
起
こ
っ
て
い
た
。

閉
会
挨
拶
の
後
、

恒
例
の
餅
ま
き
が

あ
り
、
来
場
者
を

楽
し
ま
せ
た
。

ど
も
た
ち
が
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
を
楽
し
ん
だ
。

　
多
目
的
ホ
ー
ル
に
作
ら
れ

た
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
に
は
、

射
的
や
輪
投
げ
、
吹
き
矢
、

ミ
ニ
ボ
ウ
リ
ン
グ
が
設
置
さ

れ
、
子
供
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ

の
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
だ
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ル
ー
ム
で
は

ラ
ッ
キ
ー
パ
ン
チ
ボ
ッ
ク
ス

の
紙
を
パ
ン
チ
で
破
り
、
中

の
お
菓
子
を
も
ら
っ
た
後
、

ち
づ
く
り
協
議
会
と
し
ま
し

て
も
、
市
民
セ
ン
タ
ー
と
の

連
携
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

地
域
の
活
性
化
と
住
民
福
祉

の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
、
多
く
の
皆
様
に
親

し
ま
れ
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
地

域
の
拠
点
と
し
て
、
さ
ら
な

る
発
展
を
遂
げ
ら
れ
ま
す
こ

と
を
心
よ
り
願
っ
て
い
ま
す
。

　
結
び
に
、
市
民
セ
ン
タ
ー

の
ま
す
ま
す
の
繁
栄
と
、
関

係
者
並
び
に
地
域
の
皆
様
の

ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

　
浅
川
公
園
に
集
合
し
た
地

域
の
子
ど
も
た
ち
32
人
は
、

世
話
人
か
ら
配
ら
れ
た
法
被

と
豆
絞
り
の
タ
オ
ル
を
身
に

着
け
、
揃
っ
て
日
峯
神
社
へ

参
拝
。
お
祓
い
を
受
け
た
後
、

太
鼓
と
鉦
、
賽
銭
箱
を
先
頭

に
神
社
を
出
発
し
た
。

　
笹
を
纏
っ
た
神
輿
は
台
車

に
乗
せ
ら
れ
、
紅
白
の
２
本

の
綱
の
両
側
に
付

い
た
子
ど
も
た
ち

が
力
水
を
浴
び
な

が
ら
、
町
内
を
く

ま
な
く
巡
回
し
た
。

　
神
輿
を
曳
く
子

ど
も
た
ち
の
ワ
ッ

シ
ョ
イ
、
ワ
ッ

シ
ョ
イ
の
掛
け
声

が
、
地
域
に
夏
の

到
来
を
告
げ
た
。

　
７
月
25
日
、
北
九
州
第
二

あ
ゆ
み
通
所
施
設（
八
尋
哲

施
設
長
）で
夏
祭
り
が
あ
り
、

利
用
者
家
族
や
地
元
住
民
な

ど
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
っ

た
。

　
本
城
校
区
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
と
と
も
に
30
周
年
を
迎

え
た
本
城
市
民
セ
ン
タ
ー
。

地
域
活
動
の
拠
点
と
し
て
定

着
し
、
そ
の
役
割
を
果
た
し

て
き
た
。
今
後
も
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
拠
点
と
し
て
さ
ら
な

る
発
展
を
祈
念
し
ま
す
。

交
流
と
い
う
大
切
な
役
割
が

あ
る
。
こ
の
時
期
、
久
し
ぶ

り
に
帰
省
し
、
昔
な
じ
み
の

友
人
や
近
隣
の
人
と
再
会
し

て
、
一
緒
に
踊
っ
た
り
お

し
ゃ
べ
り
を
楽
し
ん
だ
り
。

そ
う
し
た
時
間
が
、
地
域
の

絆
を
育
む
場
に
な
っ
て
い
る
。

　
各
地
域
で
盆
踊
り
行
事
が

行
わ
れ
る
中
、
８
月
17
日
に

は
陣
原
納
涼
盆
踊

り
大
会
が
波
戸
場

公
園
で
あ
り
、
家

族
連
れ
な
ど
大
勢

の
参
加
者
で
賑

わ
っ
た
。

　
提
灯
で
飾
ら
れ

た
櫓
を
囲
み
、
太

鼓
の
音
が
響
く
中
、

北
九
州
音
頭
や
炭

坑
節
な
ど
に
合
わ

せ
踊
り
の
輪
が
広

が
り
、
交
流
の
輪

も
広
が
っ
た
。

製
品
や
レ
モ
ネ
ー
ド
、
ラ
ッ

シ
ー
、
ラ
ム
ネ
、
フ
ル
ー
チ
ェ

な
ど
の
飲
み
物
も
販
売
さ

れ
、
来
場
者
が
買
い
求
め
て

い
た
。
屋
外
に
は
唐
揚
げ

や
焼
き
そ
ば
、
焼
き
鳥
な

ど
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
も
開
店
。

　
来
場
者
は
楽
し
い
一
日
を

過
ご
し
た
。

折尾神楽「夏越祭」
勇壮華麗な舞いに
大きな拍手！

力水も爽やか

子ども神輿が

駆け抜ける！

浅川日の峯自治区会
浅川日の峯公民館

力水も爽やか

子ども神輿が

駆け抜ける！

各地で盆踊り
陣原では

納涼盆踊り大会

本
城
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
発
足
・
本
城
市
民
セ
ン
タ
ー
開
館
30
周
年

み
ん
な
で
歩
ん
だ
30
年

開
館
三
十
周
年
に
思
い
を
込
め
て

本
城
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
会
長

開
館
創
立
三
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
長

　小 

田 

廣 

幸

折尾東まちづくり協議会

夏の思い出作り

オリヒガ子ども夏まつり

北九州第二あゆみ通所施設

みんなで
　 楽しんだ

記
念
誌
か
ら
一
部
抜

粋
し
て
実
行
委
員
長

の
挨
拶
を
掲
載
。

開
館
当
時
（
平
成
8
年
）

現
在
の
市
民
セ
ン
タ
ー

大蛇の舞に子どもたちは大はしゃぎ

元気に神輿を曳く子どもたち

櫓を囲んで踊りの輪が広がった

じゃーなる広告　2枠分　60×60

〒807‐0821
北九州市八幡西区陣原一丁目2番11号
TEL　093-616-0753
FAX　093-616-0754
https://www.showa-felicia.com

千草歯科医院
住所 八幡西区千代ヶ崎3丁目14-19
電話 093-693-1670
時間 午前 9:00～13:00 午後 14:00～18:00

休診 土曜午後，日祝日，第1・3土曜日

理事長・院長　田中　弘
北九州市八幡西区力丸町 11ｰ22

内科・腎臓内科・人工透析
医療法人
医生ヶ丘クリニック

TEL：093ｰ601ｰ5555

こ
の
新
聞
は
折
尾
地
区
自
治
区
会
・
町
会
・
隣
組
と
各
ス
ポ
ン
サ
ー
の

篤
志
家
の
協
力
で
折
尾
地
区
町
内
会
加
入
の
世
帯
に
配
付
さ
れ
て
い
ま
す

　
　じ
ゃ
ー
な
る
洞
南
社

　電
話

　０
９
０
・
９
６
５
２
・
３
０
８
４

浅 川 学 園 台
在宅クリニック

通院が難しい方に訪問診療を行います。

月・火・木・金／8：30～17：30
水・土／8：30～12：30
日・祝日休診　※外来予約制

ホームページは
　こちらから→

小池学園そば☎600-2717

内　　　科 脳神経外科神 経 内 科
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７
月
25
日
、
折
尾
東
市
民

セ
ン
タ
ー
（
藤
岡
敬
子
館

長
）
で
折
尾
東
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
（
茂
岡
重
男
会
長
）

主
催
の
オ
リ
ヒ
ガ
こ
ど
も
夏

ま
つ
り
が
あ
り
、
50
人
の
子

　
７
月
26
日
、
赤
坂
池
公
園

で
本
城
東
自
治
区
会
第
４
町

会
（
松
永
孝
之
会
長
）
主
催

の
第
２
回
赤
坂
池
公
園
祭
り

　
７
月
20
日
、
日
峯
神
社
で

御
獅
子
祭
が
あ
り
、
祭
典
や

茅
の
輪
く
ぐ
り
の
神
事
が
執

り
行
わ
れ
た
。

　
拝
殿
で
安
全
祈
願
を
し
た

後
、
日
峯
祭
人
会
若
衆
の
助

け
を
借
り
な
が
ら
急
な
石
段

を
下
り
、
境
内
に
設
置
し
て

あ
る
茅
の
輪
を
く
ぐ
っ
て
神

華
景
品
が
当
た
る
大
抽
選
会

も
あ
り
、
さ
ら
に
パ
ワ
ー

テ
ー
ジ
パ

フ
ォ
ー
マ
ン

ス
や
お
楽
し

み
ス
テ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト
な

ど
が
繰
り
広

げ
ら
れ
、
観

客
か
ら
大
き

な
拍
手
が
送

ら
れ
て
い
た
。

ま
た
、
今
話

題
の
大
人
気

ゲ
ー
ム
機
を

は
じ
め
、
豪

す
に
乗
っ
て
ボ
ッ
チ
ャ
や
た

こ
焼
き
ビ
ン
ゴ
を
体
験
す
る

参
加
者
に
「
頑
張
れ
ー
、
頑

張
れ
ー
」
と
周
囲
か
ら
歓
声

や
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
た
。

　
販
売
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
マ

グ
ネ
ッ
ト
や
巾
着
、デ
コ
レ
ー

シ
ョ
ン
ク
リ
ッ
プ
、
ヘ
ア
ピ
ン
、

ふ
く
ろ
う
な
ど
の
手
作
り

ど
も
た
ち
が
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
を
楽
し
ん
だ
。

　
多
目
的
ホ
ー
ル
に
作
ら
れ

た
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
に
は
、

射
的
や
輪
投
げ
、
吹
き
矢
、

ミ
ニ
ボ
ウ
リ
ン
グ
が
設
置
さ

れ
、
子
供
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ

の
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
だ
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ル
ー
ム
で
は

ラ
ッ
キ
ー
パ
ン
チ
ボ
ッ
ク
ス

の
紙
を
パ
ン
チ
で
破
り
、
中

の
お
菓
子
を
も
ら
っ
た
後
、

が
あ
り
、
酷
暑
日
に
も
か
か

わ
ら
ず
地
元
住
民
な
ど
多
く

の
来
場
者
で
賑
わ
っ
た
。

　
会
場
に
は
子
ど
も
に
大
人

気
の
縁
日
ブ
ー
ス
や
地
元
飲

食
店
の
う
ま
い
も
ん
ブ
ー
ス

な
ど
の
テ
ン
ト
が
立
ち
並
び
、

グ
ル
メ
を
満
喫
し
よ
う
と
来

場
者
が
列
を
作
っ
た
。

　
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
ス

　
御
獅
子
祭
は
、
夏
の
暑
い

季
節
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

病
気
、
ケ
ガ
、
災
難
が
な
く
、

無
事
に
夏
を
越
せ
る
よ
う
に

と
お
祈
り
を
す
る
祭
り
で
、

夏
越
祭
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
今
年
も
子
ど
も
神
輿
が
あ

り
、
18
人
の
子
ど
も
た
ち
が

法
被
、
鉢
巻
き
姿
で
神
輿
を

担
い
だ
。

会
議
室
で
ス
テ
ン

ド
グ
ラ
ス
作
り
を

楽
し
ん
だ
。
今
回

も
自
由
ケ
丘
高
校

の
生
徒
９
人
の
ほ

か
折
尾
在
住
の
高

校
生
１
人
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て

協
力
。
ミ
ニ
ボ
ウ

リ
ン
グ
や
ス
テ
ン

ド
グ
ラ
ス
作
り
を

担
当
し
な
が
ら
子

ど
も
た
ち
と
一
緒

に
楽
し
ん
で
い
た
。

　
７
月
25
日
、
北
九
州
第
二

あ
ゆ
み
通
所
施
設（
八
尋
哲

施
設
長
）で
夏
祭
り
が
あ
り
、

利
用
者
家
族
や
地
元
住
民
な

ど
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
っ

た
。

ア
ッ
プ
し
た
催
し
に
な
っ
た
。

次
回
の
開
催
が
期
待
さ
れ
る
。

社
を
出
発
。「
チ
ョ
ー
サ
、

チ
ョ
ー
サ
」
の
掛
け
声
で
神

社
の
周
辺
地
域
を
練
り
歩
い

た
。

　
境
内
で
は
厳
か
に
「
茅
の

輪
く
ぐ
り
」
の
神

事
が
行
わ
れ
、
参

拝
者
は
左
、
右
、

左
と
茅
の
輪
を
く

ぐ
り
な
が
ら
無
病

息
災
を
祈
っ
た
。

　
境
内
で
は
恒
例

の「
ひ
の
み
ね
縁

日
」が
あ
り
、キ
ッ

ズ
コ
ー
ナ
ー
や
縁

日
の
テ
ン
ト
が
建

ち
並
び
、
親
子
連

れ
な
ど
多
く
の
参

拝
客
で
賑
わ
っ
た
。

　
万
国
旗
が
張

ら
れ
た
会
場
に

は
、
ボ
ッ
チ
ャ

や
カ
ロ
ー
リ
ン

グ
、
福
笑
い
、

た
こ
焼
き
ビ
ン

ゴ
な
ど
の
体
験

コ
ー
ナ
ー
の
ほ

か
、
手
作
り
製

品
の
販
売
、

ゲ
ー
ム
、
フ
ォ

ト
ス
ポ
ッ
ト
な

ど
の
コ
ー
ナ
ー

も
あ
り
、
車
い

製
品
や
レ
モ
ネ
ー
ド
、
ラ
ッ

シ
ー
、
ラ
ム
ネ
、
フ
ル
ー
チ
ェ

な
ど
の
飲
み
物
も
販
売
さ

れ
、
来
場
者
が
買
い
求
め
て

い
た
。
屋
外
に
は
唐
揚
げ

や
焼
き
そ
ば
、
焼
き
鳥
な

ど
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
も
開
店
。

　
来
場
者
は
楽
し
い
一
日
を

過
ご
し
た
。

折尾東まちづくり協議会

夏の思い出作り

オリヒガ子ども夏まつり
本城東自治区会・第４町会
第２回 赤坂池公園夏祭り

日峯神社
御獅子祭御獅子祭

北九州第二あゆみ通所施設

みんなで
　 楽しんだ

車イスでカローリングを楽しむ参加者

ステージパフォーマンスに集まった来場者

神輿を担ぎながら茅の輪をくぐる子どもたち

射的や輪なげを楽しむ子どもたち（奥はボウリング）

投
稿
は
葉
書
で
偶
数
月
の
15
日
か
ら
20
日
の
間
に
お
願
い
し
ま
す
。

電
話
番
号
を
忘
れ
ず
に
。
読
み
に
く
い
字
に
は
ふ
り
が
な
を
。

季
節
に
即
し
た
題
材
で
投
稿
願
い
ま
す
。

名
月
や
雲く

も

遊あ
そ

ば
せ
て
我
が
庭
に

百
崎
　
良
雄
（
浅
川
学
園
台
）

八
代
に
ク
マ
モ
ン
ポ
ー
ト
夏
の
地
震

赤
沼
　
包
雄
（
光
貞
台
）

じ
い
さ
ん
と
自
ら
呼
べ
る
年
と
な
り

大
藤
　
哲
生
（
浅
川
学
園
台
）

　
　
ば
あ
さ
ん
呼
べ
ど
ふ
り
向
き
も
せ
ず

殺
し
合
ふ
星
か
ら
助
け
合
ふ
星
へ

中
村
　
　
勇
（
日
吉
台
）

　
　
武
器
商
人
は
何
処
か
へ
消
え
た

携
帯
は
苦に

が
て手
で
活
字
好す

き
な
我

篠
﨑
　
恵
子
（
浅
川
台
）

　
　
町ま

ち

に
本
屋
が
な
く
て
さ
び
し
い

酷こ
く
し
ょ暑
日び

に
流
し
ソ
ー
メ
ン
汗か

ん

を
取
る

松
岡
東
洋
一
（
浅
川
日
の
峯
）

背
徳
の
ス
イ
ー
ツ
に
似
た
ま
つ
り
ご
と

中
西
　
照
夫
（
日
吉
台
）

晩
夏
光
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
を
急
か
さ
れ
る

時
津
み
つ
こ
（
藤
　
原
）

ス
イ
カ
の
漬
物
食
べ
る
の
は
爺
の
み

堤
野
　
久
男
（
三
ツ
頭
）

月
下
美
人
今
宵
神
秘
と
酌
み
交
わ
す

野
路
　
　
広
（
浅
川
日
の
峯
）

虫
の
声
聞
い
て
待
っ
て
た
秋
を
知
る

松
石
　
康
男
（
浅
川
日
の
峯
）

海
峡
封
鎖
さ
れ
船
は
浮
寝
鳥

原
田
　
和
代
（
美
吉
野
町
）

ス
ー
パ
ー
に
涼
し
い
風
を
買
い
に
行
く

濵
田
　
孝
弘
（
浅
川
日
の
峯
）

盆
踊
り
世
代
と
時
代
よ
く
混
ざ
る

中
薗
　
　
哲
（
浅
川
台
）

アールリハビリクリニック

院長 白石純一郎　則松 6丁目15-38　093-692-6666

肩や腰の痛みでお困りの方、
スポーツによる怪我でお困りの方、
パーキンソン病や

脳卒中でお困りの方、
お気軽にご来院ください。

海洋散骨
厚労省の散骨に関するガイドラインに則り実施いたします

※プランにより金額が異なります

海洋散骨初穂料：１柱 ７万円～

終活セミナー開催
日峯神社で行う海洋散骨の流れをご説明
します

・日時：9月20日（日）14時～（1時間の予定）
・場所：日峯神社（社務所会議室）・定員：10名
・参加費：無料　・申込み：お電話にて

住所：浅川日の峯1丁目8－8　電話：093－603－1775

ホームページ

こ
の
新
聞
は
折
尾
地
区
自
治
区
会
・
町
会
・
隣
組
と
各
ス
ポ
ン
サ
ー
の

篤
志
家
の
協
力
で
折
尾
地
区
町
内
会
加
入
の
世
帯
に
配
付
さ
れ
て
い
ま
す

　
　じ
ゃ
ー
な
る
洞
南
社

　電
話

　０
９
０
・
９
６
５
２
・
３
０
８
４

　そ
れ
が
正
論
で
あ
っ
て
も
、
相
手
を
追
い
詰
め
る
言
葉

の
暴
力
や
対
立
を
生
む
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
ま
ず

は
相
手
方
に
共
感
し
、
受
容
し
な
が
ら
正
し
い
こ
と
を
伝

え
る
と
き
は
、
少
し
控
え
め
な
方
が
い
い
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。高

峯
山
妙
法
寺
（
則
松
）

　第
18
世
住
職
　安
武
宣
哉

「
正
論
は
正
し
い
が
、振
り
か
ざ
す
の
は
よ
く
な
い
」



　
昭
和
19
年
８
月
20
日
の
北

九
州
上
空
を
米
国
爆
撃
機
Ｂ

29
の
編
隊
が
襲
来
。
迎
撃
戦

の
た
め
山
口
県
小
月
基
地
か

ら
発
進
し
た
野
辺
重
夫
准
尉

と
、
高
木
伝
蔵
軍
曹
の
二
人

が
搭
乗
す
る
二
式
複
座
戦
闘

機
「
屠
龍
」
が
、
折
尾
上
空

で
Ｂ
29
の
編
隊
に
体
当
た
り

し
て
２
機
を
撃
墜
。
空
襲
被

害
は
こ
の
二
人
の
勇
士
の
お

か
げ
で
最
小
限
に
と
ど
め
ら

れ
た
。

　
空
襲
直
後
、
屠
龍
が
墜
落

し
た
場
所
に
そ
の
栄
誉
を
称

え
地
元
住
民
の
奉
仕
活
動
に

よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
の
が
こ

の
忠
魂
碑
で
あ
る
。

　
長
崎
に
投
下
さ
れ
た
原
爆

の
当
初
の
目
標
は
小
倉
で

あ
っ
た
が
、
曇
天
と
煤
煙
、
日

本
機
に
よ
る
体
当

た
り
を
恐
れ
て
目

標
を
変
え
た
と
い

う
。
体
当
た
り
両

勇
士
は
、
２
度
も

北
九
州
市
民
を
助

け
た
こ
と
に
な
る
。

読
法
要
や
柴
燈
大
護
摩
供
、

火
渡
り
修
行
が
あ
り
、
と
て

も
勇
壮
で
功
徳
・
御
利
益
の

あ
る
法
要
で
す
。
ど
な
た
で

も
自
由
に
参
詣
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
お
参
り
く
だ
さ
い
。

　
日
　
時

　
　
11
月
３
日

　
　
　（
火
・
文
化
の
日
）

10
時

　
大
般
若
転
読
法
要

13
時

　
柴
燈
大
護
摩
供

（
火
渡
り
修
行
）

【
問
い
合
わ
せ
】

☎
６
０
１
・
９
８
３
０

が
あ
り
、
大
勢
の
来
場
者
が

健
康
チ
ェ
ッ
ク
に
訪
れ
た
。

　
ス
タ
ン
プ
＆
ク
イ
ズ
ラ

リ
ー
形
式
で
行
わ
れ
た
こ
の

催
し
は
、
す
べ
て
コ
ー
ナ
ー

を
回
る
と
「
じ
ぶ
ん
」
が
分

か
る
と
い
う
も
の
。
来
場
者

は
ベ
ジ
チ
ェ
ッ
ク
、
手
洗
い

チ
ェ
ッ
ク
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
・

体
験
コ
ー
ナ
ー
、
歯
・
骨
密

度
チ
ェ
ッ
ク
、
か
ら
だ

チ
ェ
ッ
ク
な
ど
の
健
康
コ
ー

ナ
ー
を
、
ク
イ
ズ
や
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
楽
し
み
な

が
ら
順
番
に
回
っ
て

い
た
。

　
各
コ
ー
ナ
ー
に
は
、

九
州
共
立
大
学
ス

ポ
ー
ツ
学
部
や
食
生

活
改
善
員
、
保
健
所

西
部
生
活
衛
生
課
、

認
知
症
看
護
認
定
看

護
師
、
明
治
安
田
生

命
、
サ
ン
キ
ュ
ー
ド

ラ
ッ
グ
な
ど
様
々
な

分
野
か
ら
の
応
援
が

入
り
、
多
彩
な
企
画

と
な
っ
た
。

の
コ
ー
ナ
ー
の
ほ
か
、
手
作

り
弁
当
や
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、

フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
、
カ
レ
ー

ラ
イ
ス
、
パ
ン
、
饅
頭
な
ど

の
食
品
や
北
九
州
第
二
あ
ゆ

み
通
所
施
設
の
手
作
り
小
物

や
布
あ
そ
び
ク
ラ
ブ
の
手
芸

品
の
販
売
も
あ
っ
た
。
赤
坂

わ
い
わ
い
広
場
の
子
ど
も
た

ち
が
育
て
た
野
菜
の
販
売
も

あ
っ
た
。
リ
サ
イ
ク
ル
バ

ザ
ー
の
お
宝
大
市
で
は
、
掘

り
出
し
物
探
し
に
大
勢
の
人

出
で
賑
わ
っ
た
。

　
わ
い
わ
い
広
場
の
野
菜
販

売
で
は
、
三
角

巾
に
エ
プ
ロ
ン

姿
の
30
人
ほ
ど

の
子
ど
も
た
ち

が
採
れ
た
て
の

野
菜
を
販
売
。

「
美
味
し
い
ト

マ
ト
、
採
れ
た

て
の
キ
ュ
ウ
リ

は
い
か
が
で
す

か
？
」
と
呼
び

込
み
の
か
け
声

が
響
い
て
い
た
。

　
折
尾
大
膳
地
区
の
小
高
い

丘
に
、
昭
和
19
年
８
月
20
日

の
北
九
州
大
空
襲
の
迎
撃
戦

で
米
国
爆
撃
機
Ｂ
29
に
体
当

た
り
し
て
散
華
し
た
二
勇
士

の
忠
魂
碑
が
あ
る
。

　
終
戦
後
、
毎
年
８
月
の
第

１
日
曜
日
に
、
大
膳
自
治
区

会
や
有
志
が
周
辺
の
清
掃
活

動
と
慰
霊
祭
を
行
っ
て
い
る
。

今
年
も
８
月
２
日
朝
７
時
か

ら
忠
魂
碑
周
辺
の
清
掃
を
実

施
。
終
了
後
、
慰
霊
祭
を
行

い
、
折
尾
神
楽
も
奉
納
さ
れ
た
。

〔
体
当
た
り
勇
士
の
碑
〕

　
毎
年
11
月
３
日
は
、
毘
沙

門
堂
の
大
祭
縁
日
で
す
。

　
ご
本
尊
の
毘
沙
門
天
は
、

福
運
招
来
・
開
運
厄
除
・
諸

願
成
就
の
福
の
神
と
し
て
古

来
よ
り
多
く
の
人
々
に
信
仰

さ
れ
、
則
松
氏
田
の
毘
沙
門

天
様
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
大
祭
で
は
、
大
般
若
転

　
８
月
１
日
、
折
尾
西
市
民

セ
ン
タ
ー（
中
村
玲
子
館
長
）

で
、
折
尾
西
地
域
で
Ｇ
Ｏ
！

Ｇ
Ｏ
！
健
康
づ
く
り
事
業

（
折
尾
西
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
・
保
健
福
祉
部
会
）
主
催

の
第
１
回
お
り
お
西
・
健
康

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
６

　
７
月
４
日
、
赤
坂
市
民
セ

ン
タ
ー
（
坂
田
佳
子
館
長
）

で
、
赤
坂
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
（
横
田
弘
道
会
長
）
主
催

の
第
５
回
赤
坂
ふ
れ
あ
い
マ

ル
シ
ェ
が
開
催
さ
れ
、
大
勢

の
来
館
者
で
賑
わ
っ
た
。

　
会
場
に
は
、
お
菓
子
の
つ

か
み
取
り
や
魚
釣
り
ゲ
ー
ム

　JR 折尾駅構内に、1960
～ 1970 年代の駅周辺をモ
デルにした 80 分の 1縮尺
のジオラマが展示されて
いる。旧駅舎や堀川沿い
の飲食店街など、今は失
われた情景が忠実に再現
されている。
　中間市在住の磯野泰之
さんが 10 年がかりで当時の風景を製作。鹿児島本線と筑豊本線の
立体交差や旧駅舎、堀川沿いの飲食店街など、古き良き昭和の情景
がよみがえる。展示は 11 月末まで。まだ見ていない方はお見逃し
なきよう。　　　　　　　　　※駅構内に入るには「入場券」が必要。

大膳自治区会

～北九州市民を　　
二度も救った

　　　 青年たち～

「体当たり勇士の碑」
清掃活動と慰霊祭

折尾西市民センター

スタンプラリーで
健康チェック！
おりお西・健康
サマーフェスタ
2026

年
に
一
度
の

　
毘
沙
門
堂
大
祭

毘沙門堂
（則松）

11/3
開催

～懐かしの折尾駅～
『折尾駅ジオラマ1960』

折尾駅構内で11月末まで

第5回
御開自治区会主催 ※雨天中止

おひらきフェスタ

赤坂まちづくり協議会

採れたてキュウリ
美味しいよ！

子どもたちが
野菜の即売

『赤坂ふれあいマルシェ』

綺麗に清掃された勇士の碑

大勢の来場者で賑わう玄関ホール

子どもたちからたくさんの野菜を購入する来場者

当時の駅を緻密に再現

10／12（祝・月）10:00～14:00　本城公園中央広場

安心と信頼の、心やすらかなセレモニーを皆様にお届け致します

プロジェクションマッピング祭壇

感動するお別れを

配車室㈹ ☎ 691－1152
水巻町吉田東4-2-23

毘沙門堂大祭

福岡県北九州市八幡西区則松 240－1
http://bishamondou.com　　093-601-9830

10：00　大般若六百巻転読法要
13：00　柴灯大護摩供（火渡り修行）

火渡り修行
11月3日（文化の日）

毘沙門堂
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